
夏の大会へ向けての激励

 45M,野球部３期生、高野連チーム１期生の財前です。

私が１年入学したときチームは軟式でした。２年の秋に初めて高野連に加盟して硬式に変わり

チームも高専全体と高野連の2つになったのですが、私は３年の時は運よく両方の試合に出る

事ができました。初めての夏の大会は、学生監督川野先輩の采配の下、１回戦は勝ち、２回戦

で強豪別府大学付属に敗れましたが、とても素晴らしい経験をすることができたと思っています。

当時、バットも木製はチームに１本きり、竹バットが5本くらいだったかな。３年の春のことだったか

大分市内大会決勝で大分商業と当たったのですが、相手ベンチのバットケースには木製バットが

一杯、試合前シートノックのボールが真っ白でびっくりしたことを今でもよく覚えています。練習後

の夜、寮でボール縫いするのですが、やはりしばらく使うと糸が切れ、内野で打球を捕ろうとすると

ブー！といって球が曲がって捕れないのです。でも今思うとそんなことが実に楽しかったな。

私が後輩の皆さんにこのようなこと書いて伝えたいことは、今置かれてる環境で最善を尽くす！

大事さです。勝ってもたとえ負けようとも、今何事にも代えがたい貴重な経験をしてるするんだと

感じて、目の前の敵と一戦一戦、全力で戦って欲しいと思います。青春のすべてを全身全霊

ぶっつけて燃え尽くしてください。このことがきっと皆さんの将来の大きな糧になるはずです。

　目の前の試合用アドバイス打撃編を言わせてもらえるなら、狙い球と心中せよ！

ここまできて弱点を克服する練習する時間はない訳で、これと自分の狙い球を決めたら積極的に

初球からその球を打っていき、2ストライクとられても三振覚悟（チーム全体でやれば小さなこと）

で狙い球のみをひたすら打っていくこと。

健闘を祈ります。
令和元年７月２日
大分高専野球部OB会関西支部
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